
別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

12 地域活性化措置 鳥獣被害防止緊急対策事業 おおい町 230,474,232 220,000,000

11 地域活性化措置 漁家経営構造改善事業 おおい町 25,038,000 25,000,000

8 福祉対策措置

10 地域活性化措置 間伐材利用搬出促進事業 おおい町 11,520,000 10,000,000

9 福祉対策措置 中学生海外派遣事業 おおい町 9,187,000 6,000,000

7 福祉対策措置 子育て支援医療費助成事業 おおい町 7,434,548

1,000,000

心身障害者医療費助成事業 おおい町 12,153,284 11,500,000

4 福祉対策措置

6,500,000

6 福祉対策措置 緊急通報システム運用事業 おおい町 1,131,185

5 福祉対策措置 高等学校通学費支援事業 おおい町 7,219,500 6,000,000

社会福祉施設等運営事業 おおい町 773,631,810 710,000,000

30,000,000

3 福祉対策措置 名田庄図書館蔵書購入事業 おおい町 5,118,082 4,500,000

藻場造成事業 おおい町 19,740,000 19,000,000

2
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

八ヶ峰家族旅行村施設改良事業 おおい町 32,080,000

番号 備　　考措置名 交付金事業の名称 交付金充当額
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置



Ⅱ．事業評価個表

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

　予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

　来年度以降も交付金を活用し、限りある水産資源を守るため、藻場の造成を行い資源の保護と育成を計画的に行う。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 未定

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

藻場造成工事 指名競争入札 東洋建設株式会社　福井営業所 19,740,000円

19,000,000円

うち文部科学省分 0円

うち経済産業省分 19,000,000円

交付金事業の成果及び評価
　成魚の産卵場所や稚魚の成育場所となる藻ができ、魚介類の生息環境が改善されることで魚介類の増加が図られ、それに
より漁獲量が増大し漁業経営の安定を図ることに寄与することができた。

交付金事業名

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 藻場造成事業

総事業費 19,740,000円

交付金充当額

交付金事業実施場所 　おおい町大島　地先

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町

番号 措置名

交付金事業の概要

　第１次おおい町総合計画「まちの元気を生み出す産業や雇用を育むまちの創造」「農林漁業、商工業の振興」「漁業の振
興」「海産物生産環境の整備」に掲げられている事業であり、限りある水産資源を守るため、藻場の造成を行い、資源の保
護と育成を計画的に行うものである。
　アマモの減少により、成魚の産卵場所や稚魚の成育場所がなくなり、漁獲量が減少しているため、藻場の造成を行った。
　・　播種基盤材敷設　600㎡×2箇所



Ⅱ．事業評価個表

水道整備工事（その１） 指名競争入札 八峰建設株式会社
契約金額　　　 42,420,000円
平成24年度分　  3,730,000円

交付金事業の概要

　第１次おおい町総合計画「まちの元気を生み出す産業や雇用を育むまちの創造」「観光レクリエーション産業の振興」
「観光資源の充実」「既存観光資源や観光施設の活用と活性化」に掲げられた事業である。平成23年度から実施の八ヶ峰家
族旅行村施設内の水道施設の整備を行った。
　・専用水道整備（Ｈ23・Ｈ24継続事業）
　　　取水施設、浄水場、管路布設、機械設備

総事業費 32,080,000円

交付金充当額 30,000,000円

うち文部科学省分 0円

うち経済産業省分 30,000,000円

交付金事業の成果及び評価
　水道施設の整備を行い施設利用者の利便性の向上を図り、施設を適切に維持することにより、交流人口の増大と地域の活
性化を図る。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 未定

　該当なし

　予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

2 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 八ヶ峰家族旅行村施設改良事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町

交付金事業実施場所 　おおい町名田庄染ヶ谷　地係

番号 措置名 交付金事業名

指名競争入札 荏原商事株式会社　福井支店
契約金額　　　 33,390,000円
平成24年度分　 28,350,000円

水道整備工事（その２）



Ⅱ．事業評価個表

名田庄図書館蔵書購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町

番号 措置名 交付金事業名

3 福祉対策措置

交付金事業実施場所 　おおい町名田庄久坂　地係

交付金事業の概要

　第１次おおい町総合計画「健やかな心と生きる力にみなぎる人を育むまちの創造」「生涯学習の充実」「生涯学習環境の
充実」「教育文化活動拠点の施設整備と充実」に掲げられた事業である。平成２２年度において、図書館、公民館、多目的
ホールなどの教育文化機能を集約した名田庄総合施設（おおい町里山文化交流センター）を整備している。館内の名田庄図
書館の蔵書購入を行った。
　・図書約3,050冊、視聴覚（CD・DVD）約60枚

総事業費 5,118,082円

交付金充当額 4,500,000円

うち文部科学省分 0円

うち経済産業省分 4,500,000円

交付金事業の成果及び評価
　図書資料の充実を図り、魅力的な蔵書内容にすることで図書館への関心を高め、利用者数や貸出冊数の増加が期待でき、
地域における読書活動の促進に寄与する。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

図書館資料購入 随意契約 有限会社　松宮書店 5,118,082円

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

　予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

　生涯学習環境の充実を図るため、交付金を活用し、図書資料を蔵書可能冊数まで整備する。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 未定
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　本事業に来年度以降も交付金を充当し財源を手当てすることにより、施設の適切な維持運営がなされ、住民福祉の更なる向上につなげる。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 未定

随意契約

総事業費

契約金額

710,000,000円

交付金事業の成果及び評価
　町内の社会福祉拠点施設運営費の大部分を占める人件費、光熱水費等に交付金を活用することにより、各施設が清潔・安
全に保たれるとともに、住民福祉の更なる向上につなげることができた。

株式会社　クリタス　東海支店 20,685,000円

株式会社　タクマ　北陸支店 16,695,000円

交付金事業実施場所

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

下水処理施設の保守点検 随意契約
住重環境エンジニアリング株式会社
大阪支店

6,090,000円

環境衛生施設の保守点検整備

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

　予定なし

下水処理施設の保守点検整備 指名競争入札

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方

　おおい町内　各社会福祉施設等

交付金事業の概要

　住民福祉の更なる増進を図るため、町内に設置している社会福祉拠点施設について、その適切な運営を行うため、運営経
費の大部分を占める人件費、光熱水費、燃料費、教育用機器借上げ料、施設管理委託料に交付金を活用する。
【対象施設】
　総合町民福祉センター、保健・医療・福祉総合施設、児童福祉施設、生活安全施設、ケーブルネットワーク施設、学校教
育施設、社会教育施設、環境衛生施設、簡易水道施設、下水処理施設、いきいき長寿村、総合運動公園、フィットネスセン
ター、さぶり川公園、きのこの森、頭巾山青少年旅行村

773,631,810円

交付金充当額 710,000,000円

うち文部科学省分 0円

うち経済産業省分

措置名 交付金事業名

福祉対策措置 社会福祉施設等運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町

番号

4
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番号 措置名 交付金事業名

うち文部科学省分 0円

契約の相手方

5 福祉対策措置 高等学校通学費支援事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町

交付金事業実施場所 　おおい町内一円

交付金事業の概要

　第１次おおい町総合計画「健やかな心と生きる力にみなぎる人を育むまちの創造」「学校教育の充実」また、「自然や環
境にやさしく、安心で心地よい暮らしを育むまちの創造」「交通サービスの充実」に掲げられている事業である。
　町内には高等学校がなく、他市町に公共交通機関等を利用し通学する状況であることから、子育て環境の充実を図るた
め、また、ＪＲ小浜線の利用促進を図るため、通学費（公共交通機関の定期乗車券、スクールバスの利用負担）の一部を助
成する。
　・定期購入費等の２分の１の額、上限10,000円／月

総事業費 7,219,500円

交付金充当額 6,000,000円

うち経済産業省分 6,000,000円

交付金事業の成果及び評価
　通学費の助成を行い子育て環境を充実することにより、将来を担う子どもの育成および更なる福祉の向上と町の少子化の
歯止めが期待できる。また、公共交通機関の利用促進にも寄与するものと考える。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約金額

━ ━ ━ ━

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

　予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

　少子化対策と将来を担う子どもの子育て環境の充実を図る。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 未定
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1,131,185円

交付金充当額 1,000,000円

うち文部科学省分

交付金事業名

　第１次おおい町総合計画「いきいきといつも笑顔の暮らしを育むまちの創造」「高齢者福祉の充実」「地域に根差した高
齢者福祉推進体制の整備」に掲げられている事業であり、町内に住むひとり暮らし高齢者等が、緊急時に24時間通報できる
体制を整える。
（緊急通報装置は、本体、人感センサー、ペンダント型送信機であり、緊急事態には、本体及びペンダント型送信機のボタ
ンを押すことで、受信センターへ通報ができ、また、人感センサーにおいては、一定時間反応しない場合にも自動的に通報
が入るシステムとなっている。）
　・稼働台数：112台/月（平成24年度末）

総事業費

交付金事業実施場所 　おおい町内一円

番号 措置名

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町

6 福祉対策措置 緊急通報システム運用事業

交付金事業の概要

0円

うち経済産業省分 1,000,000円

交付金事業の成果及び評価

　ひとり暮らし高齢者等の孤独や不安を解消し、高齢者が地域で安全・安心した生活を送れるようになった。また、別に住
む家族や親族の安心を得ることができた。
　今後、ますますひとり暮らし高齢者等が増えていくなかで、随時緊急通報システムを設置することにより、地域に住む高
齢者の安全・安心な生活を確保し更なる住民福祉の向上を図る。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

緊急通報システム運用業務 指名競争入札 株式会社立山システム研究所 1件あたり月額785円

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

　予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

　該当なし

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 未定
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番号 措置名 交付金事業名

7 福祉対策措置 子育て支援医療費助成事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町

交付金事業実施場所 　おおい町内一円

交付金事業の概要

　第１次おおい町総合計画「いきいきといつも笑顔の暮らしを育むまちの創造」「児童福祉と子育ち、子育て支援の充実」
「安心して子どもを生み、育てることができる環境の整備」「地域で共に子どもを育む環境づくりの推進」に掲げられてい
る事業である。
　７歳になる年の４月から９歳に達する日以後最初の３月３１日までの子ども（小学校１学年から小学校３学年まで（県補
助分を除く））、１０歳になる年の４月から１５歳に達する日以後最初の３月３１日までの子ども（小学校４学年から中学
校３学年）までの医療費を助成する。
　・対象者数：699人（平成24年4月1日現在）

総事業費 7,434,548円

交付金充当額 6,500,000円

うち文部科学省分 0円

うち経済産業省分 6,500,000円

交付金事業の成果及び評価
　医療費を助成することにより、子どもの保健向上に寄与し、児童福祉の増進が図れ、また、保護者の医療費負担減により
当町の少子化に歯止めがかかり、未来を担う子どもの育成および町の活性化が期待できる。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

━ ━ ━ ━

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

　予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

　子どもの保健向上に寄与し、児童福祉の増進と医療費負担の軽減を図ることにより、少子化対策と未来を担う子どもの育成および町の活性化を図る。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 未定
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番号 措置名 交付金事業名

8 福祉対策措置 心身障害者医療費助成事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町

交付金事業実施場所 　おおい町内一円

交付金事業の概要

　第１次おおい町総合計画「いきいきといつも笑顔の暮らしを育むまちの創造」「障害者福祉の充実」「生涯の発生予防や
早期発見対策の充実」に掲げられている事業であり、心身障害者・精神障害者の医療費を助成する。
　・対 象 者：身体障害者手帳１～４級、精神障害者手帳１～３級、療育手帳Ａ１、Ａ２、Ｂ１、Ｂ２
　・対象者数：179人（平成24年4月1日現在）

総事業費 12,153,284円

交付金充当額 11,500,000円

うち文部科学省分 0円

うち経済産業省分 11,500,000円

交付金事業の成果及び評価
　障害者等の医療費負担の軽減により、障害者等の健康保持および福祉増進が図れた。また、障害者が健康で安心して暮ら
すことができることから、更なる住民福祉の向上につながった。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 未定

━ ━ ━ ━

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

　予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

　障害者等の医療費負担の軽減により、健康保持および福祉増進と更なる住民福祉の向上を図る。



Ⅱ．事業評価個表

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

　異文化体験や国際理解を深め、国際社会にふさわしい新感覚を持った人材を多く育てる。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 未定

中学生海外派遣事業委託 随意契約 株式会社アイエスエイ金沢営業所 9,187,000円

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

　予定なし

交付金事業の成果及び評価
　現地での生活を通して、異文化理解とコミュニケーション能力の向上が期待できるとともに、生徒の人格形成と地域の
リーダーとしての資質の向上が図れた。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の概要

　第１次おおい町総合計画「健やかな心と生きる力にみなぎる人を育むまちの創造」「青少年の社会参加や交流の促進」及
び「一人ひとりが社会の一員として自分らしく生き、あたたかい交流と活発な活動を育むまちの創造」「コミュニティづく
りと交流の促進」「国際交流の促進」に掲げられている事業である。町内の中学校２年生を対象にニュージーランドに派遣
し、ホームステイや現地の学生との交流などの異文化体験を行う。（15日間）
　・参加者数：生徒17人、引率者4人

総事業費 9,187,000円

交付金充当額 6,000,000円

うち文部科学省分 0円

うち経済産業省分 6,000,000円

番号 措置名 交付金事業名

9 福祉対策措置 中学生海外派遣事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町

交付金事業実施場所 　おおい町～ニュージーランド



Ⅱ．事業評価個表

━

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

番号 措置名 交付金事業名

地域活性化措置

　予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

　間伐材の搬出に要する経費の一部を助成することにより、間伐材の有効利用が図られ、森林施業者施業喚起、間伐の促進、森林の持つ多面的機能の向上を図る。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 未定

間伐材利用搬出促進事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町

交付金事業実施場所 　おおい町内一円

交付金事業の概要

　第１次おおい町総合計画「まちの元気を生み出す産業や雇用を育むまちの創造」「農林漁業、商工業の振興」「林業の振
興」に掲げられている事業である。林産物生産環境や森林整備のための間伐の促進を図るとともに、間伐材の有効利用を図
るため搬出に要する経費の一部を助成する。
　・助成額3,600円／㎥

総事業費 11,520,000円

交付金充当額 10,000,000円

うち文部科学省分

うち経済産業省分 10,000,000円

交付金事業の成果及び評価
　間伐材の搬出に要する経費の一部を助成し、積極的な間伐を促進することにより、森林施業者の施業意欲の喚起と森林の
持つ多面的機能の向上、資源の有効利用が図れた。

10

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

0円

━ ━ ━



Ⅱ．事業評価個表

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

　漁業収入が増え漁家経営の改善を図り地域の産業の振興に資するため、継続的に実施する。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 未定

━ ━ ━ ━

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

　予定なし

交付金事業の成果及び評価
　低コスト化の漁業への転換を図るため、機器整備を支援することで燃料消費量が抑制されることにより、燃料コストの削
減され、漁業収入が増え漁家経営の改善を図るとともに地域の産業振興に資することができた。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

総　 事　 業　 費 25,038,000円

交付金充当額 25,000,000円

うち文部科学省分 0円

うち経済産業省分 25,000,000円

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町

交付金事業実施場所 　おおい町大島　地係

交付金事業の概要

　第１次おおい町総合計画「まちの元気を生み出す産業や雇用を育むまちの創造」「農林漁業、商工業の振興」「漁業の振
興」「経営の合理化と後継者育成への支援」に掲げられている事業であり、省エネ機器の整備に要する費用の一部に助成を
行った。
　・省エネエンジン　補助率3分の2以内、限度額あり
　・発光ダイオード式集魚灯　補助率3分の2以内、限度額3,200千円

番号 措置名 交付金事業名

11 地域活性化措置 漁家経営構造改善事業



Ⅱ．事業評価個表

　被害防止効果をより高めるため、来年度以降も継続して事業を実施する。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 未定

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

━ ━ ━ ━

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

　予定なし

うち経済産業省分 220,000,000円

交付金事業の成果及び評価
　鳥獣被害を最小限に抑え、農業経営の安定化、耕作意欲の増進、耕作放棄地の解消、担い手確保等を図るとともに、生活
被害の抑制が図られ、地域住民の安心と安全の確保に資することができた。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業実施場所 　おおい町内一円

交付金事業の概要

　第１次おおい町総合計画「まちの元気を生み出す産業や雇用を育むまちの創造」「農林漁業、商工業の振興」「農業の振
興」「農業生産環境の整備」に掲げられている事業であり、有害鳥獣による農作物等の被害を防止するため、協議会が実施
する金網柵の設置等に要する費用の一部に助成を行った。
　・測量、設計、施工監理
　・金網柵設置　約29.5ｋｍ

総　 事　 業　 費 230,474,232円

交付金充当額 220,000,000円

うち文部科学省分 0円

措置名 交付金事業名

12 地域活性化措置 鳥獣被害防止緊急対策事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町

番号


